


るものは大坂戸と呼ばれている１）。文献１）によると、

裏白は、板戸の上に麻トンボを細かく打ち、漆喰で

擦り塗り、土中塗りののち漆喰で仕上げたもので、

土と漆喰の塗り厚は合わせて７、８分とのことであ

る。最も簡素なつくりは、裏白のみを防火戸として

取り付けた場合であるが、裏白と併せて後述する大

坂戸や開き戸が用いられることも多い。

　大坂戸は、木製の骨組み（木柄（きがら））に土

と漆喰を塗り付けたもので、裏白より塗り厚が厚く、

防火性としては裏白よりもはるかに信頼性の高いも

のだったようである。

　開き戸（図２）には、軸棒を中心に開閉する軸づ

りと、肘鉄（ひじてつ）・坪鉄（つぼてつ）と呼ば

れる金物が蝶番となって開閉する方法とがある。双
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方ともに木製の骨組み（木柄）に土と漆喰を塗り付

けたものである。私自身は軸づりの扉をもつ土蔵は

数棟しかみたことがなく、図２では一例の写真しか

示せていないが、肘鉄・坪鉄による開閉の場合と同

様に片開きと両開きとがあり、軸まわりの形状を六

角形とするか八角形とするかなど、様々な形状のも

のがあるようである。軸づりの扉では、軸が土蔵本

体の外壁側に取り付くため、扉も外壁側に飛び出し

た位置となる。防火性の観点からいうと、火炎を遮

断するためには、面外・面内方向ともに土蔵本体の

壁体と扉との重複寸法が大きく、またその重複部分

の形状が複雑であるほうが良いと考えられるが、外

壁側に取り付く軸づりの扉の場合、面外方向の重複

寸法を確保するためには、扉を余分に厚くしなけれ

ばならない。

　肘鉄・坪鉄を用いた扉は、閉鎖時には扉の厚さ分

はすべて土蔵本体とかみ合うことになり、またその

かみ合わせ部を段々状の掛子（かけご）とし、掛子

の段数を増すほど、複雑な形状をつくることができ

る。すなわち優れた防火性を実現しやすい方式であ

ると考えられる。掛子の段数は二段から四段が一般

的であり、三段のものは並三重、四段のものは本三

重と呼ばれている。まれに五段のものもある。段数

を増すほど施工の手間は増し、精度の良いかみ合わ

せをつくるために高度な技術を要する。五段ともな

ると防火上は必要以上かとも思われる段数である

が、施工の手間や技術が誇示され、格段に豪華な印

象をつくることができる。私は片開きの五段はみた

ことがないので図２中には例示できていないが、何

処かにはあると思われる。そして、どうやら六段の

両開き戸（観音扉）も存在するようなのである。

機能的な意味を超えた開口部のつくり

　このように段々状の掛子は、防火性の向上を意図

したことにはじまり、段数の多いものは見栄えを競

い合った結果生まれたことが伺える。掛子をさらに

美しく見せるための“掛け違い”という方法もあり、

これは土蔵本体と扉の掛子が連続してみえるよう

に、本体と扉を、掛子一段の見付け寸法分ずらすと

いうものである（図２の下部に図示した）。防火性

を求めるだけでは生まれないデザインである。

　掛子以外にも、開口部周辺には特徴的なつくりが

ある。肘鉄・坪鉄を用いた両開きの開口部の例とし

て、図３に秋田県の土蔵の戸前を示した。開口上部

は眉（まゆ）と呼ばれる曲線で縁取られ、そのさら

に上部の冠木（かぶき）が開口部全体を強調してい

る。冠木は、扉の支持のために土蔵本体の外側に立

てた柱（実柱）の上部にかけ渡した桁を、土と漆喰

で塗り込めた部分であるため、土蔵本体の壁面より

前方に張り出してくる。この土蔵の場合は、なめら

かな曲線を描くように張り出させており、ただ桁を

覆い隠すだけでないところが粋である。開き扉には、

開放時に見える部分（鏡）に、外側が凸となるむく

りが付いており、豊かな印象を創り出し、引き金物

（鐶繰り（かんぐり））の周辺の装飾も彩りを添えて

いる。そして、この土蔵は左官仕上げのなかでも最

高難易度ともいわれる黒磨き仕上げが全体に施され

ており、また、面取り部に白漆喰を残した面白（め

んじろ）が見事な直線を描き、手間を惜しまず高度

な技術を駆使した戸前なのである。

　ところで、図１の室内側のみ（裏白のみ）の場合

を見返してみると、開口部の周辺には掛子と類似す

る段々や、冠木・眉と同様の形状のものがある。掛

子は本来、開き戸の場合に防火性を高めるかみ合わ

せであるし、冠木は、扉を支持する実柱にかけ渡し

た桁が隠されているから出っ張りとなる。すなわち、

裏白のみの場合には、構造上、掛子や冠木はなくて

も成立するはずである。それでもこうした形状をよ

く見かけるのは、それが土蔵の開口部としてのアイ

デンティティだからなのかも知れない。

　このように土蔵の開口部は火災時の弱点であるが

ゆえに、その弱点を何とかして克服するため、手を

加え、工夫を重ねる必要があった。どうせ手を加え

るならば、より美しいものを――こうした作り手や

職人の想いが今度は機能的意味を超えて発展してい

く。土蔵を取り巻く人たちの想いが複雑に折り重な

り、見え隠れするからこそ、土蔵の開口部は面白い。
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